
悠々と青空高く舞う1,000匹の鯉のぼり
まちのわだいまちのわだい

宮山ふるさとふれあい公園
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鯉のぼり祭り実行委員会（瀬尾
潤 委員長）主催により、４月 28日
から５月５日まで、宮山ふるさとふ
れあい公園で、「鯉のぼり祭り」が
開催されました。メイン日の５月４
日は、清々しい晴天に恵まれ、会場
では市内の小学生が描いた鯉のぼり
など、大小色とりどりの 1,000 匹
の鯉のぼりが青空を泳ぎました。
　広場では、和太鼓やヒップホップ

勇壮な早駆け
　  小栗内外大神宮春祭                                                                                                                                                

　４月 21日小栗内外大神宮で、五
穀豊穣、家内安全などを願う春祭が
行われ、太々神楽保存会（小栗堆司
会長）のみなさんによる神楽の披露、
内宮本殿と外宮本殿、御遷殿の御門
の開放が行われました。
　雨模様にもかかわらず神楽殿前に
はたくさんの人が訪れ神楽を堪能、
神楽の合間に行われるまき餅では子
どもたちが一斉に餅やお菓子を拾い
集めていました。
　神楽上演後には、参道で白馬によ
る早駆けが行われました。

心の通う地域作りを
           ～浦島草まつり

　４月 21 日、「竹林に浦島草が自
生する地で、心のつながった地域作
りを」と、関本肥土まつり実行委員
会（岩崎浩幸委員長）が「第１回浦
島草まつり」を本郷農村集落セン
ターで開催しました。
　悪天候のため室内開催となりまし
たが、地元のみなさん約 100 人が
参加、竹細工教室や琵琶演奏、ニラ
そばのサービスなどで交流を深めま
した。浦島草は、浦島太郎が持って
いる釣り竿の糸のように見えるので
名付けられたそうです。

熱戦を繰り広げました
　　　  柔道・剣道大会

　５月３日「第 54回こどもの日中
学校剣道大会」、４日「第 54 回こ
どもの日中学校柔道大会」が下館総
合体育館で開催されました。
　それぞれの大会には県内外から、
柔道で男女合わせて 42 校が参加、
剣道では 131 校の参加があり熱戦
を繰り広げました。
　柔道女子の部で、下館中学校が優
勝、下館南中学校 Aが敢闘賞。剣
道男子の部で、明野中学校Aが優勝、
下館西中学校 Aが第３位、下館南
中学校Aが敢闘賞を獲得しました。

ダンス、よさこい、輪投げなどが鯉
のぼりの泳ぐ下で行われ、訪れた多
くの家族連れを楽しませました。

輪投げの様子



下館駅なか・駅まえフェスティバル
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　市民一人ひとりの防犯意識を高め
ようと、４月19日、筑西警察署前で、
筑西地区防犯連絡協議会（野田富夫
会長）と筑西警察署（吉村毅署長）
が合同で、「平成 25 年春の地域安
全運動」を実施しました。
　「みんなでつくろう安心の街」を
メインスローガンに、赤信号で停車
したドライバーに、車上ねらい等の
被害防止を呼びかけました。
　吉村署長は、「地域と警察が一体
となって被害を未然に防ぐことが大
切」と話しました。

みんなでつくろう安心の街
　　～防犯キャンペーン

鉄道の魅力を感じて

　鉄道の魅力を再認識し、下館駅
周辺のにぎわいを創出しようと「下
館駅なか・駅まえフェスティバル」
が、５月３日に開催されました。
　４月に引き続き２回目となる今
回。 、ＳＬ２両が客

車を挟んで連結するサンドイッチ
ＳＬ乗車体験や、ＳＬに直接触れる
体験・見学など、貴重な機会が設
けられ親子連れを楽しませました。
　
団体の発表や筑西きむちなどの販
売、お楽しみ抽選会などが行われ、
駅まえをにぎやかに演出しました。
　スピカ１階では、前回も人気を
集めた鉄道ジオラマや写真が展示
され、鉄道の魅力を存分に伝えて
いました。 ＳＬ機関士制服撮影会

　茨城発祥といわれるゲーム「オセ
ロ」で郷土愛と地域の交流を深めて
もらおうと、５月 12 日、「いばら
きちびっ子オセロキャラバン筑西・
桜川大会」が開催されました。
　同大会は、（社）下館青年会議所
（水柿貴之理事長）主催で今年で８
回目。会場のピアしらとりには筑西
市・桜川市から 86人の小学生が集
まり、真剣勝負を楽しみました。
　試合はトーナメント方式で行わ
れ、上位５人は７月に行われる県大
会に出場します。

盤を挟んで真剣勝負！
オセロキャラバン開催

筑西市を大きくPR
　　　NHK公開生放送

　５月 13 日、しもだて地域交流セ
ンターアルテリオで、NHK水戸放送
局による公開生放送が行われました。
　放送はNHK県域放送の筑西中継
局開局記念のイベントで、会場には
たくさんの人が集まりました。
　番組は女方玉三郎一座による「筑
西小唄」でスタート。文化勲章受章
者の板谷波山先生や森田 茂 先生の
紹介、人間国宝大西勲さんへのイン
タビュー、下駄によるタップダンス
や下館ラーメンなどが紹介され大盛
り上がりとなりました。



少人数制　キッズハウス保育園

筑西市小川 1391-549
電話  0296-28-5425

「知育 体育 徳育」それぞれをバランスよく育みます

さあ !! 今しかないぞ！思いっきり全力体験 !!
こころもからだも強

くなれ !!

入会キャンペーン実施中　お問い合わせください !!

こころこころこここここころころろころころもからもかららもからもからもからもも だも強だも強だも強だも強だも くなれくく
こ ろろ からかか だこころこころこころこころこころこころこころこころころころもからもからもからもからもからもからもかも だも強だも強だも強だも強だも くなれくく

会キャンペ ン実施中 お問いお問 合わせ合わせ合わせくださくださださい入会 中 だださ入会キャンペ ン実施中 お問いお問いお 合わせ合わせ合わせくださくださださい !!

6/16（日）・6/29（土）スイミング無料体験会
10：00～ 10：30　ベビー  　  　　　   
10：30～ 11：30　幼児（年少～年長）
13：00～ 14：00　学童（小学生以上）

体験随時募集中

か
ん
せ
ま
み
て
え
考
を
態
実
る
い
て
し
少
減
が
家
農
梨

今
わ
が
ま
ち
の
特
産
物
、
栄
養
満
点
の
「
梨
」
で
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し

う
！
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関
城
地
区

日
本
で
最
も
古
い
梨
の
産
地
の
一
つ

城
関

地
区
の
梨
に
つ
い
て（
詳
し
く
は
関
城
町
史
で
）

は
、

で
す
。
安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）
に
西
村
七
郎
兵
衛

が
梨
園
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
、
当
時
か
ら
関
本
梨

と
呼
ば
れ
、
名
声
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
の

栽
培
技
術
が
美
味
し
い
梨
を
育
て
て
い
ま
す
。

地域のテーマを市民の目線で

 竹
たけうち

内　啓
け い こ

子 さん（舟生）

市の特産物でもある梨の
魅力を知っていただき、
少しでも興味をもってい
ただければと思い、市民
記者として始めて記事を
書かせていただきました。

市 民 記 者 の ペ ー ジ 　

筑
西
市
に
は
、
他
県
に
誇
れ
る
特
産
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
、「
梨
」

を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

筑
西
市
の
梨
の
生
産
量
は
、
県
内
１
位
と

な

て
い
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
毎
年

梨
農
家
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
中

に
も
、
何
気
な
く
車
を
走
ら
せ
て
い
て
、「
梨

の
木
が
切
ら
れ
て
い
る
！
」
と
感
じ
た
人
が
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
様
々
な
被
害
や
問
題
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
冷
夏
、
長
雨
、
降
雹
、

カ
メ
ム
シ
、
黒
星
病
、
そ
し
て
何
よ
り
後
継
者

不
足
が
あ
り
ま
す
。
梨
栽
培
は
１
年
を
通
し
て

畑
に
入
ら
な
い
時
期
が
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
に

花
合
わ
せ
、
５
月
に
摘
果
、
６
月
に
ジ
ベ
レ
リ

ン
処
理
、
７
月
に
大
玉
生
産
の
た
め
の
整
理
、

ど
で
、
梨
ジ

ム
を
入
れ
る
と

お
肉
が
柔
ら
か

く
ま
ろ
や
か
に

な
り
ま
す
。
カ

レ

に
入
れ
て

煮
込
ん
で
も
お

い
し
い
で
す
。
梨
の
赤
ワ
イ
ン
煮
は
、
安
価
な

ワ
イ
ン
で
も
大
丈
夫
で
す
。
そ
の
ま
ま
食
べ
て

も
十
分
お
い
し
い
で
す
が
、
ヨ

グ
ル
ト
や
ア

イ
ス
ク
リ

ム
に
添
え
て
も
お
い
し
い
ス
イ

ツ
に
な
り
、
冷
凍
保
存
も
可
能
で
す
。
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

他
県
に
誇
れ
る
「
梨
」
に
か
か
る
手
間

８
月

10
月
に
収
穫
、
11
月

３
月
に
剪
定
と

路
地
梨
の
大
き
な
作
業
。
梨
栽
培
に
注
ぐ
力
は

半
端
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
若
い
人
の
中
に
は
、
皮
を
剥
く
の
が
苦

手
で
、
剥
い
て
あ
れ
ば
食
べ
る
と
い
う
人
が
多

い
と
聞
き
ま
す
。
リ
ン
ゴ
の
様
に
そ
の
ま
ま
食

べ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。
し
か
し
、
梨
の

栄
養
に
は
、
疲
労
回
復
、
便
秘
解
消
、
夏
バ
テ

回
復
、
咳
止
め
、
解
熱
効
果
、
消
化
促
進
等
た

く
さ
ん
の
効
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え

る
暑
い
夏
に
、
こ
れ
ら
を
思
い
浮
か
べ
て
梨
を

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
地
域
の
特
産
物

が
無
く
な
ら
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
若
い
人
た

ち
が
夢
を
持

て
梨
農
家
の
後
継
者
と
な
れ
る

よ
う
に
、梨
に
対
す
る
愛
着
を
切
に
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
梨
ジ

ム
と
梨
の
赤
ワ
イ
ン
煮
の
レ

シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
梨
ジ

ム
は
、
水
分
が

多
く
酸
味
の
あ
る
豊
水
が

お
す
す
め
で
す
。
水
は
使

わ
ず
皮
を
剥
い
て
煮
詰
め

て
で
き
あ
が
り
で
す
。
砂

糖
は
お
好
み
で
。
焼
肉
な

梨　…………　３～４個
水　…………　100cc
赤ワイン　…　500cc
砂糖　………　80～ 100g
レモン汁　…　お好みで
❶梨を４つ切りにして、皮と芯を取
　り、お鍋に赤ワイン・砂糖・水を
　入れ火にかけて梨を入れます。
❷沸騰するまで強火で、沸騰したら
　弱火にし、ときどきくずれないよ
　うにかき混ぜてあくを取ります。
❸梨に透明感が出てくるまで煮ます。
　時間にして20分くらいです。
★梨の硬さはお好みで。

梨の赤ワイン煮の作り方

簡
単
調
理
！
梨
の
デ
ザ

ト

栄
養
満
点
の
「
梨
」

花合わせの様子
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よ
し
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●
プ
ラ
―
ク
（
歯
垢
）
を
歯
磨
き
で

除
去
し
よ
う
！

●
歯
と
歯
の
間
、
奥

歯
の
溝
、
歯
茎
と
の

境
目
を
丁
寧
に
磨
く
。

●
歯
の
質
が
弱
い
お
子
さ
ん
に
は
、

抵
抗
力
を
高
め
る
フ

素
を
利
用
し

よ
う
！

（
歯
医
者
で
塗

て
も
ら
う
か
、
フ

素
配
合
の
歯
磨
き
剤
を
使
用
す

る
。）

●
糖
質
（
特
に

砂
糖
）
の
と
り

過
ぎ
や
お
菓
子

の
だ
ら
だ
ら
食

べ
に
注
意
し
よ
う
！

●
寝
る
１
時
間
前
の
飲
食
は
し
な

い
。

健康 

いき いき

探訪 筑西市の

文化財

　寛延４年（1751 年）山城国愛宕

郡三嶋神宮宮司らにより内外大神宮

宮司に伝授されました。

　その後、伊勢神楽師の指導を受け、

小栗三喜が舞に工夫を凝らすなどし

て 12 神楽 36 座を成立させたといわ

れています。12 神楽とは 12 の場面

のことで、36 座とはこの 12 の場面

に登場する 36 柱の神々のことであ

り、番外に八岐大蛇退治の無言劇が

あります。

　勇壮な舞と融和的な舞とで構成さ

れ、内容は神々の功績をたたえ、平

穏な自然と作物の豊穣を祈り、悪を

払い幸福を祈願する神楽です。

問 生涯学習課 ☎ ０１８３

小栗内外大神宮太々神楽

県指定文化財（無形民俗）　　　　
　　昭和 41 年３月７日指定
　　江戸時代中期ころ
　　所在地：小栗地内

太々神楽保存会による神楽

む
し
歯
と
は
？

　

歯
に
付
着
し
た
プ
ラ

ク
（
歯

垢
）
の
中
の
む
し
歯
菌
が
糖
か
ら
酸

を
作
り
、
歯
を
溶
か
し
て
し
ま
う
こ

と
で
お
こ
る
病
気
で
す
。

① 

細
菌
（
ミ

タ
ン
ス
菌
）

② 

糖
質
（
特
に
砂
糖
）
　

③ 

歯
の
質
（
抵
抗
性
）

　

こ
の
３
つ
の

原
因
と
時
間
の

経
過
が
む
し
歯

を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
む
し
歯
菌
は
唾
液
を
介
し

て
移
る
の
で
、
大
人
が
噛
ん
だ
も
の

を
子
ど
も
に
あ
げ
た
り
、
同
じ
食
器

を
使

た
り
し
て
い
る
人
は
、
要
注

意
で
す
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
、
全
身
の
病

気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

症
状
が
進
行
す
る
と
歯
を
失
う
こ

と
も
あ
り
、
定
期
的
な
歯
の
検
診
が

必
要
で
す
。

　

定
期
的
に
歯
の
検
診
を
受
け
、

丈
夫
な
歯
を
よ
り
多
く
残
し
健
康

な
体
を
作

て
い
き
ま
し

う
。

６
月
４
日

10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す
。

む
し
歯
の
原
因
は
？

む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

「8020」は 80 歳で 20 本以上自
分の歯を、「6424」は 64 歳で
24 本以上自分の歯を保とうと
いう、茨城県独自の運動です。

●
食
べ
た
後
は
も
ち
ろ
ん
、
寝
る
前

の
歯
磨
き
も
忘
れ
ず
に
！

虫歯や歯周病の予防に心がけ、
食事や会話などを楽しみ健康で
豊かな生活を目指しましょう


